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′
常用漢字表改定に伴う学校教

「
育上の対応に関する_専門家会議 、  :

(第 1ん 2回 )ヽにおける主な意見

(1)中学校にぉける常用漢字の「読みの指導Jについて11    ::

○ 中学校の現場では、漢字指導の時間がなかなかとれず、増えた常用漢字につい
｀

て指導するのは難しい現状にある:                   ‐ l
O 中学校において常用漢字をどのように指導するかについては 1ヽ教科書に季ねて :

いる現状がある。         .  f               ■

o 子どもたちは学‐校教育の場以外のところでかなり常用漢字外の漢字に触れてい 1

るが、■般的によく使う「言卜報」や「補填」という言葉が読めていな力|ったり、「響 、

:由
」や「玩具Jにういて、「わけ」や「おもち■」ご答え

|る

誤答が
=答
よ:り も多が |

ったりする6中学生が、どの程度正確な音訓で読めているのかとぃう手とを慎重

に調査した上で、議論を深めていく必要がある。`

○ 読むことにっいて、単体で読むのか、文脈で読むのかによつて正答率が異なる。:

1文
脈の中

|で
読ませたり、振り仮名によつて自11こ触れる機会を増やすここ,に二

'`単

:

体でも読めるような形にできる。

〇
′
ワ■プロを使うて漢字を書く場合、

‐
読むということとのつなが

'り の中で、読め

れば大体ワープロを使つて書けている。このため、小中学校に:おいて読みの指導

:を多くすべきである。|    |

○ 義務教育終了段階までに常用漢字の大体を読むことを指導することが適当であ

る:。   , `

○ 中学校での「大体を読むこと」と高等学校の「主な常用漢字を書くことJと い

、つた示し方については、現在の子どもたちは、教科書以外でも読み書きを学ぶ機

会が多くあることを踏まえ、堺状のままとすることが適当ぎ

〇 中学校で読む漢字の字数が増えても、生活の中で使われていたり、1漢字は形声

文字:でできているものが非常に多いので、漢字の構成要素等について指導すれば、

その知識に基づぃて読みを類推することもできるので、十分対応できると考える。
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〇 小学校段階でも振り́仮名を付して漢字で表記されたものを全教科を通じて触れ

る機会もあるし、また|、 '授業以外でも様々な機会で漢字を使ったり、漢字に接し

たりすることも多いので、中́学校で読む漢字の字数を増やすことによつて、指導
｀
 に多くの時間を必要とすることはなし

｀
ど`考える。

10 中学校各学年で読む字数の配分について、第 2学年では授業時数以上に内容が

かなり増えていることを考慮する必要がある。
'0 
中学校各学年で読む字数の配分について、各学年50字 (第 :学年50字程度

増、第2学年50字程度増)増やすという見通しでどうか。
′

〇 字種が示されていなかつたり、振り仮名を付した漢字も教科書に出てくるとす

ればt il年で1000字t2年で1500字 t3年でその他常用漢字‐の大体を読
｀
むというように累積的な示し方の方が妥当なのではないか。

〇 小学校では学年別漢字配当表により、各学年ごとに読む字数が示されているこ

とを踏まえると、小・中あ継続性の観点からt累積的に読む字数を示すことは難

| しいのではないか。    1  ・

O 中学校の読みの字数の割りヽ振りにういては、現行の考え方を踏襲し、中学校で

新たに学ぶ漢字の字数を学午別に割り振つていくバき。

0 中学校では、文字の種類を少し意識した割り振りを考えてもよいのではないか。

(例えば、都道府県の漢字や生活の中でよく触れるような漢字など)

○ 読む字種の中学校各学年への配当についてlま、現状では教科書会社ごとに独自

に判断し、本文教材や量ラムのような形でヽ使っているため、これを変更すること

は困難ではないか。      ヽ"

(2)高等学校における常用漢字の「読みの指導」について

(3)追力壼字種の音訓及び追加音訓の指導の在 LJ方にっいて       i

O 改定に伴い付表に追加された熟:字訓 (尻尾、真面目など)にっいても、教える

べき学校段階め配当をすべきではないか。

○ 追カロ字種等の音訂19割 り振りを考えるに当:たつては、改定常用漢字表において

情報機器の普及を踏まえた設定が行われていることを考慮するとこ平成 3年の音
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の「書きの指導」について

訂1表の割り振りの基準に情報機器の普及の視点を加える必要がある。    ■
O 高校入試の観点から、音静|の取扱いは大き|な意味をもつため、現場を経験した
者の意見を入れながら作っていくことが重要:

O 中学校での F大体を読む|こ と」と高等学校の「主な常用漢字を書くこと」につ !

・いては、現在の子どもたちは、教科書以外でも読み書きを学ぶ機会が多くあるこぅ

とを踏まえ現状のまま,とす
｀
ることが適:当。|(再掲)

○ 高等学校教育においては、常用漢字表のすべての漢字を手書きできる必要はな
いという改定の趣

‐旨を踏まえでほしい:           l
O 改定常用漢字表が情報環境の変化に対応して―改定されたことを踏まえれば、高
奪学校においてもこれを踏まえた書きの指導が求められ、読めて情報機器で入力

できればよぃ漂字を示すべきではないから

○:書けなくてもよい漢字の学種を具体的に示すことが可能かど

が、高校を卒業した後は、手書きの機会が非常に減ってくるこ

読めて識別ができること:が基本的な力として求められている9

o 高等学校には多様な生徒が在籍し、その実態に応=じて各学校1現場では指導の工
夫が行われてぃるため、今後も「・主な常用漢字が書ける」といった示し方にする

とともに、その範囲も示すべきではない。

O 高校生は基本的に教材 (教科書)iに出てくる漢字は全て読み書きができて使え
るもの,と して学習しているため、表内漢字で書けなくてよぃ漢字を決めることは、

表外漢字でも古文 `漢文で出てくれば書く学習をすることとの間で離嬬を生:じる

のではないか。

うかは分からない

とを踏|ま えると、
′

書くことを指導する0 コンピ三十夕上で書けるのと、手書きとでは異なるため、

字数を厳密に示すことは難しいのではないか。

o‐ 書けなくてもよい漢字め字種は、r具体的には決めにくいのではないか。したが

つて、大学入試において、常用漢字表に載つているどの漢字がら書きの問題が出

題されてもおかしくないので、すべての常用漢字を書くということを前提に物事

「
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.を考えていく必要があるι                     l

O どういう読みの力や書きの力が今求められているのかという理念をきちんと示

し,発信することが大事なのではないかも

高校生は難しい字を読めるものの、簡単な字が:字が書けないという現状がある。ま

熟語を書く場合に意味を意識せず誤字が多い。訂1読みがしうかりできて書け

うに指導していくべきである。

字体や手書き文字についての方向性に触れる場合は、現場が混乱しないよう周

知徹底を丁寧に行つていぐ必要があるため、慎重に審議を行う必要がある:

字体に許容の幅があり、教科書、1参考書、問題集、
・
テス:卜 などで字体が様々に

出ると生徒の学習の際に混乱をきたすこととなるt

や「しょくへん」○ 常用漢字表の改定により追加 された漢字には、=「 しんにゆう」

など従来の常用漢字表内の字体と異なる字体が入っており、
'「

謎Jや 「餅」のよう

にたヽ学校でも教えていいような字が含まれている。指導上の混乱を生じないため

にも、目安ではなく規範を示す必要がある。

4 その他、常用漢字表改定に伴う漢字指導の在り_方二ついて

(11)学年別漢字配

0 学年別漢字配当表にない都道府県名の漢字の取扱いについて、子どもに対する

学習負担や何学年に配当するかなどの
′
検討を十分に行う必要があるためヾ当面は

現状のままでよい。

小学校で学年別漢

〇 小学校における漢字の指導字数を増やす必要はないが、現実には子どもたちは

情報機器を扱う機会や講書などを通:じて多くの漢守に触れており、それが中学校

段階における読みの学習へとつながつていく。

'小
学校現場においても、パネルや情報機器、パファポイント等を使用した発表

などが行:われ、子どもたちは見慣れない漢字でも自然に読めるようになつている

た、

るよ

○

0_小学校の教科書は検定を終え、発行の時期にきているので、

.字配当表の1006字を読むことを変更することはできなぃ6

○
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が、書くとなると難しし`

いる。      1

した漢字を
‐
どのように扱っていくのかが問われて

Ｌ
フい
」
・

(2)国語科以外の各教科における対応について'

0 子どもの学習負担を考えるとき1、 1国:語科だけでなく
対応すると=い う視点1が必要。.:

学校教育全体、
:社
会全体で

|OJ魂場における指i導にとうては、:できるだけ早めに改定常用1漢字表の扱いを明確

にし、学校に提供する必要がある。     1             1
.0 読む力を行けることによる理:念を明確にし、書くことには自分の考えを自分の

言葉で記述することが重要。1改走常用漢学表に対応する指導.と評価の在り芳を、

読む力と書く力との関係で再構成する必要がある。            i

○ 少なくとも中学校教科書にっぃては、すみやかに新しい方向性を踏まえたもの

、になつ:てもらぃたい。

O 教科書などの表記について、追加漢字を含め、常用漢字を積極:的に振り仮名付
きで示すことは、漢字の習得:において効果が高い6           

｀
|

0 30年前の漢学表の改定の際には、」漢字の指導について改正した学習指導要領
の実施年度である昭和57年度においては、教科書における追加漢字の出現箇所

を各学年ごとに示した表を配布し、58年度は、教科書における表記の変更、巻
,末に常用漢宇表を添付、新字体への変更を行った。

○
:前
回はく改定後の■定期間は大学入試や高校入試における配慮を行っており、

今回も同様の対応が必要ではないか。

O 大学入試センター試験は、教科書における使用拭況や高等学校:の学習指導要領
に即した学習の到達段階に配慮|してぃるので、常用漢字表のすべ

tての漢字を出題
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`

範囲としてよいという考え方にはならない。下方、個別大学の入試での出題は、

各大学の入学者選抜方針に基づくため、
イ
制約をかけることは困難てことは困難であろう。

O 今回の常用漢字表の改定では〈活字体と筆写体で字形の異なるものが多く含ま ′

れているた 2こめ、大錯学入試に ては、弾力的な て対応すべきであにおいては、弾力的な採点基準を設けて対応すべきで

るも
'   1

○
´
高等学校では、常用漢字というよりも大学入試にどのように出てくるのかを意

識 している。
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